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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、電気自動車用トランスミッション歯車のピッチング損傷について、高効率かつ低振動

を達成可能な設計条件において高負荷運転実験を行うとともに、寿命に影響を与える摩耗進展の数

値計算によりピッチング発生メカニズムについて詳細に解析し、摩耗進展量制御に基づくピッチン

グ限界寿命向上策の確立に繋げたものであり、機械工学上価値ある業績であると認める。 
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